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02　町がゴミ箱と化す・・現状
　　許すな！不法投棄

06　県内初！ワンフロア化
　　担い手支援室

07　新規認定農業者の紹介 

08　財政事情の公表

10　行革情報

12　子ども手当
　　児童生徒入院医療費助成制度

14　町鳥獣被害防止計画を策定

16　まちのニュース

09　町企業立地促進助成金が拡充

19　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

20　くらしの情報

25　シリーズ
　　がんばれ認定農業者

28　人・夢
　　休日在宅医・薬局

26　ひと仕事（さつまに生きる）

27　誕生・おくやみ
　　１歳で～す
　　こんにちは保健師です

■
表
紙
の
写
真
説
明

盈
進
小
学
校
新
一
年
生

　
　
　
　
　
　
登
校
の
す
が
た

　４月６日の入学式を終え、新一

年生になった子どもたちが元気に

登校します。

　真新しい制服にランドセルを背

負った子どもたちから、元気な

「おはようございます」の声を聞

くと、一日のエネルギーをもらっ

たようでした。

目　次

　
役
場
環
境
係
に
は
不
法
投
棄
に
よ
る
通
報

が
、
平
成
２１
年
度
で
４３
件
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
件
数
は
、
残
念
な
が
ら
減
少
傾

向
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
家
庭

ゴ
ミ
か
ら
電
化
製
品
、
タ
イ
ヤ
な
ど
ま
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
所

の
多
く
が
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
山
林
の
中

や
人
通
り
の
少
な
い
道
路
脇
な
ど
で
す
。

　
写
真
は
、
町
内
の
不
法
投
棄
現
場
の
写
真

で
す
。
町
内
の
美
し
い
自
然
を
破
壊
し
て
い

く
の
は
、
紛
れ
も
な
く
不
法
投
棄
者
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
不
法
投
棄
者
に

対
し
て
、
警
察
と
連
携
し
て
厳
正
に
対
処
す

る
と
と
も
に
、
環
境
美
化
条
例
に
基
づ
い
て
、

氏
名
や
住
所
等
の
公
表
や
告
発
・
罰
金
な
ど

の
措
置
を
行
い
ま
す
。

許
す
な
！

　
不
法
投
棄

2009.12　白男川区内泊野川沿い　ペットボトルなど

2010.01　虎居区内水路　空き缶や弁当殻など
広報さつま

2008.10　久富木区内町道沿い　農機具など2008.03　求名区内山林　ダンボールや家庭ごみなど

2008.03　中津川区内山林　バッテリーや肥料袋に入った
　　　　　　　　　　　　 空き缶・空きビンなど

2008.07　求名区内山林　クーラーなど

2010.01　泊野区内山林　ワイヤーや空き缶など 2009.04　虎居区内町道沿い　自転車や家庭ごみなど

2006.10　鶴田ダム周辺　古タイヤなど

３



４広報さつま

庁舎内に貼られた「電源オフ」
を促すシール

鳥居下の崖を見下ろす、田中館長と滿留書記

集めた廃油をドラム缶に注いでいきます

設置された赤い鳥居

　
久
富
木
区
で
は
、
平
成
２０
年
度
よ
り

「
鳥
居
１
０
０
本
作
戦
」
を
実
施
し
て

お
り
、
毎
年
区
内
の
道
路
に
１０
本
ず
つ

立
て
る
計
画
で
す
。

　
久
富
木
区
公
民
館
環
境
部
長
の
中
山

森
夫
さ
ん
に
よ
る
と
、
鳥
居
は
、
手
作

り
で
１
本
あ
た
り
２
，

   

０
０
０
円
程
度

の
制
作
費
が
か
か
っ
て
お
り
、
鳥
居
自

体
が
盗
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
鳥
居
を
立
て
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い

て
は
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
不
心
得
者
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
々
に
も
『
な
ぜ
、

鳥
居
が
立
っ
て
い
る
の
か
？
』
と
い
う

関
心
や
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

『
不
法
投
棄
し
て
は
い
け
な
い
』
と
い

う
意
識
に
変
え
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
で
き
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
の
こ
と
で
す
。
中
山
さ

ん
は
、
月
に
１
回
以
上
は
鳥
居
を
立
て

た
と
こ
ろ
を
見
回
る
そ
う
で
、
実
際
に
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
量
は
以
前
よ
り
は

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
久
富
木
区
公
民
館
長
の
田
中

伸
一
さ
ん
と
書
記
の
滿
留
民
雄
さ
ん

は
、
「
環
境
部
を
中
心
に
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
展
開
し
、
鳥
居
が
な
く
て
も
き
れ

い
な
久
富
木
に
な
れ
ば
」
と
今
後
の
抱

負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
虎
居
区
公
民
館
で
は
、
平
成
１９
年
７

月
か
ら
、
各
家
庭
か
ら
出
る
天
ぷ
ら
油

な
ど
の
回
収
を
資
源
ゴ
ミ
回
収
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
同
公
民
館
生
活
環
境
部
長
の
堀
辰
彦

さ
ん
に
よ
る
と
、
「
環
境
関
係
の
視
察

研
修
に
行
っ
た
際
の
取
り
組
み
を
見
て
、

ゴ
ミ
の
減
量
や
水
質
汚
濁
の
軽
減
な
ど

の
環
境
対
策
に
少
し
で
も
な
れ
ば
」
と

始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ド
ラ
ム
缶
が
一
杯
に
な
る
と
、
回
収

業
者
が
汲
み
取
り
に
来
ま
す
。
虎
居
区

で
は
、
こ
れ
ま
で
約
９
０
０
㍑
の
廃
油

を
回
収
し
ま
し
た
。

「
エ
コ
ま
め
」
と
は
「
エ
コ
対
策
」
と

「
こ
ま
め
な
活
動
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

造
語
で
す
。
去
る
２
月
２４
日
、
役
場
環

境
課
三
腰
善
行
環
境
係
長
の
呼
び
か
け

に
賛
同
し
た
５０
人
の
職
員
で
「
さ
つ
ま

エ
コ
ま
め
隊
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
方
針
と
し
て
①
エ
コ
活
動
②
地

球
温
暖
化
対
策
③
環
境
美
化
④
景
観
形

成
を
柱
に
、
庁
舎
の
壁
面
緑
化
や
不
必

要
な
照
明
な
ど
の
電
源
オ
フ
、
エ
コ
通

勤
の
推
奨
、
散
歩
中
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど

を
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
隊
長
の
三
腰
係
長
は
、
『
で
き
る
こ

と
を
・
で
き
る
時
に
・
で
き
る
範
囲
で

行
動
す
る
』
を
活
動
の
ス
タ
ン
ス
と
し

て
掲
げ
て
お
り
、
「
普
段
の
生
活
を
素

直
に
見
直
し
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
実

践
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　
３
月
２２
日
、
町
道
山
崎
大
畝
町
線

沿
い
に
お
い
て
、
さ
つ
ま
エ
コ
ま
め

隊
の
呼
び
か
け
で
、
山
崎
区
民
や
山

崎
中
学
校
の
生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
総
勢
１
１
６
人
で
不
法
投
棄

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
２
～
３
メ
ー

ト
ル
下
の
谷
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
は
、
大
量
の
ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
て

お
り
、
地
元
の
建
設
業
者
の
協
力
に

よ
り
重
機
を
持
ち
込
み
、
土
の
う
袋

に
ゴ
ミ
を
入
れ
て
、
道
路
ま
で
持
ち

上
げ
て
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
１
，

   

１
４

０
㎏
に
も
及
び
、
そ
の
場
で
分
別
ま

で
行
い
、
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
山
崎
中
学
校
の

生
徒
は
、
林
の
中
に
入
っ
て
い
き
、

多
く
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、
き
れ
い

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
達
成
感
と
ゴ

ミ
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
驚
き
が
入
り
交
ざ
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
今
回
１
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ

た
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら

環
境
美
化
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
山
崎
区
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
環
境

衛
生
部
」
を
復
活
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
区
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
ポ

イ
捨
て
な
ど
が
多
く
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
環
境
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
今
回
の
活
動
に
山
崎
中
の
生
徒
さ
ん

も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
地
域
の
現
状
を
知
る
良
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
「
さ
つ
ま

の
日
」
な
ど
を
活
用
し
、
区
民
総
ぐ
る

み
で
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
崎
区
公
民
館
長

　
　
長
福
節
治
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

地
道
な
活
動
を
と
お
し
て
、
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い

■
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）

山崎区公民館長 長福節治さん

多くの参加者があったクリーン作戦（開会式）

クレーン付きのトラックを用いた回収作業

　
道
に
は
あ
ま
り
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
く

て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
下
に
は
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
捨
て
て
あ
っ
た
。
電
球
や
中
に
は
車

の
タ
イ
ヤ
も
捨
て
て
あ
り
、
す
ご
く
び
っ

く
り
し
た
。
こ
れ
で
少
し
は
き
れ
い
に
な

っ
た
け
ど
、
こ
の
き
れ
い
さ
を
保
て
る
よ

う
に
み
ん
な
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た

し
、
私
も
気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
っ
た
り
し

て
自
分
の
町
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ

た
。
　
　
（
山
崎
中
学
校
・
女
子
生
徒
）

　
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
て
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
捨
て
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
不

思
議
で
し
た
。
で
も
、
自
分
も
大
人
に
な

っ
た
ら
こ
ん
な
ふ
う
に
な
る
の
か
な
ぁ
と

思
う
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
山
崎
中
学
校
・
女
子
生
徒
）

　
あ
ん
な
に
あ
る
と
は
び
っ
く
り
。
お
ま

け
に
学
校
の
裏
山
に
あ
る
、
あ
の
ゴ
ミ
の

臭
い
、
汚
れ
が
学
校
に
流
れ
て
き
て
い
た

と
思
う
と
残
念
と
い
う
か
さ
み
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
人
が
環
境
を
つ
く
る
。

　
山
崎
は
、
き
れ
い
な
町
が
カ
ッ
コ
イ
イ
！

　
　
　
　
（
山
崎
中
学
校
教
員
・
男
性
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
す
ば
ら
し
い
活

動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
道

徳
教
育
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
の
方
々
の
参
加
も
多
く
、
中
学
生
も

含
め
て
意
識
を
高
め
る
よ
い
機
会
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
山
崎
中
公
民
会
・
男
性
）

地域や職場での活動や声

ゴ
ミ
を
拾
え
る
人
に
は
、
捨
て
な
い
心
が
宿
る
！

地域や職場での活動や声

５ 広報さつま
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担
い
手
育
成
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
、
強
化
を
協
定

担
い
手
育
成
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

支
援
、
強
化
を
協
定

　
町
と
農
協
は
平
成
１８
年
度
か
ら
共

同
で
役
場
内
に
担
い
手
育
成
支
援
室

を
設
置
し
、
地
域
農
業
の
担
い
手
の

確
保
・
育
成
や
集
落
営
農
の
推
進
・

組
織
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
２２
年
度
か
ら
新
た
に
県
を
加

え
て
県
内
で
初
め
て
の
町
・
Ｊ
Ａ
・

県
三
者
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
を
図
り
、

更
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
期
間

は
３
年
間
で
す
。

　
３
月
２９
日
に
日
髙
政
勝
町
長
、
亀

澤
広
幸
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
組
合
長
及
び

輕
部
稔
県
農
政
部
次
長
に
よ
る
協
定

式
が
行
わ
れ
、
集
落
営
農
を
含
め
た

担
い
手
支
援
の
強
化
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
支
援
室
は
、
新
し
く
フ
レ
ッ
シ
ュ

フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
事
業
も
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
新
規
就
農
者
か
ら
認

定
農
業
者
の
確
保
や
育
成
及
び
集
落

営
農
の
組
織
・
法
人
化
ま
で
支
援
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
就
農

や
経
営
関
係
に
つ
い
て
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場 

担
い
手
育
成
支
援
室

 

（
内
線
２
４
２
６
・
２
４
２
７
）

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
担
い
手
対
策
支
援
担
当

　
　
　
３
９
０
７

　
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　
農
林
水
産
部
農
政
普
及
課

　
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
駐
在

 

（
内
線
２
４
２
８
・
２
４
２
９
）

経営普及グループ
技術主幹

担い手、集落営

農の育成に、

町・農協と一体

となり支援して

いきたいと思い

ます。よろしく

お願いします。

池 田 利 徳 さん

経営普及グループ
技術主査

認定農業者の経

営改善支援を主

に担当します。

町・農協の職員

と協力し、農業

者の相談窓口と

して担い手育成

支援室の充実を

図ります。

嶋 﨑 浩 二 さん

経営普及グループ
技術主査

集落営農の育

成・発展、「あ

きほなみ」の産

地確立や水稲種

子産地支援など

作物技術普及を

担当します。よ

ろしくお願いし

ます。

田之頭  拓 さん

地域営農戦略
コーディネーター

地域営農支援員

として、集落営

農の話し合いな

どに出席します。

よろしくお願い

します。

久保薗 純 隆 さん

左から、ＪＡ北さつま亀澤組合長、日髙町長、鹿児島県輕部農政部次長

　
３
月
２３
日
、
役
場
町
長
室
に
お
い

て
、
３
人
の
方
が
認
定
農
業
者
に
認

定
さ
れ
、
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

書
の
交
付
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
日
髙
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
の
終
了
後
、
担
当
職
員
か
ら
認

定
農
業
者
に
対
す
る
制
度
の
説
明
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
認
定
で
町
内
の
認
定
農
業

者
は
２
３
８
人
と
な
り
ま
す
。
　

＊
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
意
欲
の
あ
る

農
業
者
が
自
ら
の
経
営
を
計
画
的
に
改
善

す
る
為
に
作
成
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計

画
」
を
町
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　
認
定
農
業
者
に
対
し
て
は
、
関
係
機
関

が
各
種
支
援
策
を
集
中
的
・
重
点
的
に
実

施
し
ま
す
。

氏名

下大迫 光政（49歳）

居住地区

神子

経営作目

抱負

水稲・露地野菜

集落の農地を守
る為に、頑張り
ます。

氏名

宮脇　薫（56歳）

居住地区

中津川

経営作目

抱負

水稲・梅

規模拡大を図り、
目標達成に向け
て努力します。

氏名

鍛冶屋　明憲（61歳）

居住地区

中津川

経営作目

抱負

イチゴ

目標達成に向け
て頑張ります。

県
内
初
！
町
・
Ｊ
Ａ
・
県

　
　
　
　
　
ワ
ン
フ
ロ
ア
化

県
内
初
！
町
・
Ｊ
Ａ
・
県

　
　
　
　
　
ワ
ン
フ
ロ
ア
化

県
内
初
！
町
・
Ｊ
Ａ
・
県

　
　
　
　
　
ワ
ン
フ
ロ
ア
化

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課
宮
之
城
屋
地
駐
在

（
町
担
い
手
支
援
室
）
鹿
児
島
県
関
係
職
員
の
紹
介

新
た
に
認
定
農
業
者
３
人
を
認
定

新
た
に
認
定
農
業
者
３
人
を
認
定

５３



　町では、平成22年４月から企業の新規立地及び既存企業の事業所拡張等への支援施策の拡充を
行い、地域経済活性化や雇用促進を図るため、新たに事業所の建設及び設備投資に関する助成策
を追加しました。

【企業立地促進助成金】

　本町内に新たに事業所を新設し、増設し、又は既設の事業所を移転しようとする場合に土地、建

物及び設備の取得に要した経費の一部を助成します。

対象業種 助成金の算定方法

用地費及び敷地造成費の合計額×３/10＋工場建

設（購入）費及び設備投資額の合計額（金額の区

分に応じて算出した額の合計）＋新規地元雇用者

×20万円

上限額

製造業

ソフトウェア業

貨物運送業

倉庫業

こん包業

卸売業

新規雇用者

３人以上10人未満　３千万円

10人以上30人未満　４千万円

30人以上　　　　　５千万円

（助成要件）

①申請時において操業を開始していること。ただし，新設または移転については，用地取得から３年

以内に操業を開始していること。

②取得した固定資産の取得価額の合計が2,800万円を超えていること。

③操業開始時において3人以上の新規地元雇用者が増加していること。

④本町と立地協定を締結していること。

【改正のポイント】

補助対象条件 改正前 改正後 改正の内容 

用地取得 ・10分の３

・対象外

・５人以上

（常時雇用者20人以下の企業

　３人以上）

・１人につき10万円

・雇用者

　３人以上15人未満 ３千万円

　15人以上30人未満 ４千万円

　30人以上　　　　 ５千万円

・用地取得日から３年以内

・２，８００万円

・10分の３ ・変更なし

・変更なし

・５千万円以下　　　 100分の10

・５千万円超え

　　～１億円以下　　 100分の３

・１億円超えた額　　 100分の１

※金額の区分に応じて算出した額の合計

・対象項目の追加

・設備投資について

　は、工場建設と同

　時が条件

・３人以上で統一

・１人につき10万円

　増額

・限度額は変更なし

・対象雇用者を変更

・特認を追加

・３人以上

・１人につき20万円

・雇用者

　３人以上10人未満　 ３千万円

　10人以上30人未満 　４千万円

　30人以上　　　　　 ５千万円

・用地取得日から３年以内

・町長特認で２年間延長

・２，８００万円

工場取得及び

設備投資

雇用増加

補助限度額

操業開始時期

対象事業費

下限額

■企業立地促進助成金に関するお問い合わせは、役場 企業誘致対策室 企業誘致係まで　【内線2224、2225】

●歳入
　収入済額　127億6,518万9千円
　収入率　　85.4％

●歳出
　支出済額　132億4,333万円
　支出率　　88.5％

町　税

地方交付税

分担金・負担金

国庫支出金

使用料・手数料

諸収入

町　債

県支出金

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

19億2,161万円

21億1,596万円

64億4,541万円
1億6,470万円
1億6,036万円

2億2,137万円
2億2,206万円

18億1,247万円

9億6,331万円

10億8,029万円
6億4,476万円

5億1,285万円

5億5,375万円

16億9,216万円

17億0,048万円

14億3,942万円
0円

28億1,078万円
23億7,691万円

32億9,509万円

30億8,719万円

9億5,258万円
7億8,516万円

10億0,347万円

8億0,230万円

2億4,766万円

1億9,315万円

15億1,841万円

11億9,996万円

5億7,418万円

4億6,731万円

13億2,643万円

11億4,892万円

5,571万円

8,896万円

29億9,828万円

29億9,678万円

議会費ほか
1億3,521万円
1億2,995万円

予算額

収入済額

予算額

支出済額

10億0億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 10億0億 20億 30億 40億 50億

※その他は，地方譲与税，地方消費税交付金，財産収入，繰入金などです。

■町税負担額

１人当たり　

１世帯当たり

１人当たり　

１世帯当たり

187,639円

■町の借入金残高

793,854円

1,861,965円

80,000円

24,020人

10,241世帯

190億6,838万円

平成21年度下半期（10月から３月まで）の一般会計等の財政状況をお知らせします。

一般会計予算総額　１４９億５，１０４万５千円　～町民１人当たり６２万２千円～

財政事情の公表
平成２１年度の最終予算規模は,  １４９億５，１０４万５千円 （前年度対比１．８％減）

◆特別会計予算の執行状況
特　別　会　計 予　算　額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健 医 療

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

34億1,418万円

　884万円

2億9,235万円

26億9,475万円

1,934万円

4,651万円

29億6,941万円

2,289万円

2億9,121万円

25億1,360万円

1,802万円

4,760万円

89.6%

258.9%

99.6%

93.3%

93.2%

102.3%

30億5,777万円

491万円

2億8,992万円

24億3,722万円

1,800万円

4,353万円

92.3%

55.5%

99.2%

90.4%

93.1%

93.6%

　平成21年度の当初予算は、１２７億６，５００万円でスタートしましたが、福祉費や教育費等を中心に、

２１億８，６０４万５千円を増額し、最終的には１４９億５，１０４万５千円になりました。

　平成２１年度後半は、国の緊急経済対策

「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」

を活用し、子育て支援対策、公共施設や道

路整備など公共工事の前倒し、消防防災施

設の整備等を図りながら、景気回復に向け

た取り組みを進めてきました。

　また、公共施設の維持管理や介護予防支

援等のための臨時職員を採用するなど緊急

的な雇用対策にも取り組んできました。

　最終予算額、１４９億５，１０４万５千円に対し、３月末現在

での収入済額は、１２７億６，５１８万９千円（収入率85.4％）、

支出済額は、１３２億４，３３３万円（支出率88.5％）となって

います。予算執行の内容については、歳入の国・県支出金や町債

（借入金）、歳出の農林水産業費や土木費の執行率が低くなって

いますが、これは４～５月の出納整理期間に収入や支出が集中す

るためです。

　なお、具体的な執行状況は、次の表のとおりです。

（３月末現在）

町民１人、１世帯当たり

に換算すると

※人口・世帯数は４月１
日現在の推計数値

60億6,527万円

◆予算の執行状況◆主な事務事業

８広報さつま９ 広報さつま

さつま町企業立地促進助成金を拡充！さつま町企業立地促進助成金を拡充！

（前年比１０億７，３０１万円の減額）
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平
成
２１
年
度
第
３
回
の
行
政
改
革
審

議
会
を
３
月
２５
日
に
開
催
し
、
（
１
）

第
２
次
さ
つ
ま
町
行
政
改
革
大
綱

（
案
）
、
（
２
）
さ
つ
ま
町
行
財
政
改
革

推
進
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
第
２
次
さ
つ
ま
町
行
政
改

革
大
綱
（
素
案
）
」
の
諮
問
に
対
す
る

答
申
が
４
月
７
日
に
下
大
迫
会
長
か
ら

町
長
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
過
程
で
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
等
の
概
要
及
び
答
申
内
容

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

≪質疑応答≫

Ｑ．職員数を削減して、住民サービスの低下を招くようであれば、問題があるのではないか。

Ａ．平成１７年度に策定した定員適正化計画（１０ヵ年計画）に基づく職員数の削減は、これ

まで概ね計画どおりであったが、後期における計画の達成は厳しいと思われるので、今

の意見等も踏まえ計画の中間期である平成２２年度での見直しを考えている。

Ｑ．建物があれば必ず人件費や維持管理費が発生する。合併後、類似施設が多くなり、多大

な経費を必要としている現状下では、民間への払い下げなど検討すべきではないか。

Ａ．公共施設のあり方等に関する『プロジェクトチーム』を組織し、個別具体的な方向性を

定める必要があると考えている。

Ｑ．ワンストップサービス的取組体制の確立とあるが具体的には。

Ａ．来庁される方がひとつの場所で用件を済ませるような組織体制であり、現庁舎では物理

的に難しい面もあるが、昨年６月からは本庁に総合案内係を設置し、来庁者の方が迷う

ことなく用件のある課に行ける体制をとっている。

Ｑ．小さな公民会では年度末になると、会員の高齢化や戸数の減少等により役員の選任など

に支障を来たすため、公民会合併の必要性を感じるが。

Ａ．本年４月１日からは、鶴田地区の３公民会が合併し、公民会数が全部で１４２から１４０と

なる。行政としても合併の必要性から関係課で地域に出向いて説明会等を実施している。

Ｑ．近年特に公民会への加入率が低くなっているが、未加入対策は。

Ａ．懸案事項であるが確実な対応策がない状況である。准会員制度を導入している公民会も

あるようなので、これらも参考にしながら引き続き対応策を検討していきたい。

Ｑ．学校の再編（統廃合）は、実施年度を示し、行政主導で実施すべきではないか。

Ａ．学校適正規模等検討委員会の答申を受け、教育委員会において地域への説明会が実施さ

れた。教育環境、保護者の意見及び関係地域への配慮等も考慮しながら進める必要があ

る。

行政改革審議会の様子

委　員　米　森　十　一

　〃　　齋　藤　和　代

　〃　　宮　原　和　子

　〃　　前　野　浩　司

　会　長　下大迫　次　男　　　職務代理者　西之園　洋　三

委　員　宮　脇　久　夫

　〃　　有　馬　隆　志

　〃　　杉　元　良　一

　〃　　鬼　塚　三　武

Ｑ．魅力ある広報づくりのため、広報紙の作成を民間に委託する方法もあるのでは。

Ａ．広報紙の印刷製本は、町内業者にお願いしているが、町広報紙の内容は行政、町長の考え方な

どの情報発信が主であり、掲載記事内容は行政で担当することが妥当と考える。

Ｑ．人事評価制度の運用を掲げてあるが、評価者の基準が異なり難しいのではないか。

Ａ．能力・実績に応じた人事評価制度について国家公務員は既に実施しており、今後地方公務員法

も同様の改正が予定されている。確かに難しい面もあるが、実施していかなければならない。

Ｑ．消防業務関係で広域化の進捗状況は。

Ａ．県が示したブロック毎に協議会が発足した地区もあるが、北薩地域はこれからである。

　町長から諮問を受けた「第２次さつま町行政改革大綱（素案）」について審議が行われ、基本的

に了承されましたが、大綱に基づく実施計画の策定及び執行について、次のとおり意見提起があり

ました。

○組織・機構の見直しについて

・時代のニーズに対応出来る組織の再編と人事配置

○職員の定員適正化について

・住民サービスを考慮し，本町の実情に応じた定員適正化計画の策定

○職員の人材育成について

・“行政サービス日本一”に対応出来る職員の育成（接遇研修等の充実）

・オールマイティー型職員の育成と資質の向上（独自研修及び専門研修の充実）

○民間委託等の推進について

・民間委託等が可能な業務に対する達成目標年次の設定とこれの積極的な推進

・公共施設における維持管理費を削減するため，費用対効果等の検証及び計画的な処分等の実施

○協働のまちづくりについて

・積極的な住民への情報提供と地域からの情報収集

・地域と行政の明確な役割分担

・自治組織の活性化（公民会合併の促進）

○実施計画の進行管理について

・住民への説明責任と実効性のある進行管理

（敬称略）

下大迫会長から日髙町長への答申

第
３
回
行
政
改
革
審
議
会
を
開
催

◆行政改革大綱（案）等の審議に当たっての質疑意見◆

行

革情

報
◆行政改革大綱（素案）の諮問に対する答申◆

■行政改革審議会委員■　



負担区分 段階分けの条件

生活保護の受給者及び老齢福祉年
金の受給者で世帯全員が住民税非
課税の方

保険料率

基準額×０.５０第１段階 ２４，２００円

２４，２００円

３６，４００円

４２，７００円

４８，５００円

６０，６００円

７２，８００円

＋ ３００円

＋ ３００円

＋ ５００円

＋ ６００円

＋ ７００円

＋ ８００円

＋１，０００円

本人及び世帯全員が住民税非課税
で，合計所得額と課税年金収入額
が８０万円未満の方

基準額×０.５０第２段階

課税世帯で，本人の合計所得金額
と課税年金収入額が８０万円未満
の住民税非課税の方

基準額×０.８８第４段階
(弾力化)

本人が住民税課税で，合計所得金
額が２００万円未満の方

基準額×１.２５第５段階

本人が住民税課税で，合計所得金
額が２００万円以上の方 基準額×１.５０第６段階

課税世帯で本人が上記弾力化段階
に非該当の方

基　準　額第４段階

本人及び世帯全員が住民税非課税
で，上記第２段階に非該当の方

基準額×０.７５第３段階

年間納入保険料 21年度比較
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■
子
ど
も
手
当
っ
て
？

■
申
請
が
必
要
？

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る
と
い
う
趣

旨
の
も
と
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
基
本
的
に
申
請
は
不
要
で

す
。

 

役
場 

福
祉
課 

子
ど
も
福
祉
係

 
 
 
 
 
 

（
内
線
２
１
３
３
）

 

右
記
の
方
に
対
し
て
、
既
に
申
請

書
を
郵
送
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
お
手

元
に
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
な
い

方
は
担
当
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　
中
学
校
修
了
ま
で
（
生
年
月
日
が
、

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
の
子
ど

も
）
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、

月
額
１
３
，

 

０
０
０
円
支
給
し
ま
す
。

　
子
ど
も
を
養
育
し
、
か
つ
、
子
ど

も
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
ま
た
は

母
な
ど
で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。
（
所
得
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）
※
公
務
員
の
方

は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
・
１０
月
・
２
月
に
支
給
し
ま

す
。

■
誰
が
対
象
？

■
い
く
ら
も
ら
え
る
の
？

■
誰
が
も
ら
え
る
の
？

■
い
つ
も
ら
え
る
の
？

①
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

　
を
養
育
し
て
い
る
人
（
額
改
定
請

　
求
）

②
平
成
２２
年
４
月
１
日
以
降
に
子
ど

　
も
が
生
ま
れ
た
人
（
新
規
認
定
請

　
求
）

③
平
成
２２
年
４
月
１
日
以
降
に
さ
つ

　
ま
町
に
転
入
し
た
人
（
新
規
認
定

　
請
求
）

④
旧
児
童
手
当
の
所
得
制
限
で
、
児

　
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い

　
た
方
（
新
規
認
定
請
求
）

⑤
新
た
に
子
ど
も
を
養
育
す
る
こ
と

　
に
な
っ
た
人
（
新
規
認
定
請
求
）

児童・生徒入院医療費助成制度が始まりました
～入院は中学校３年生までが対象～

　町では「乳幼児医療費助成制度」で出生時から小学校就学前までの乳幼児に対して、医療費の全

額助成を行っています。

　これに加えて、４月診療分から新たに小学校１年生から中学校３年生までの児童・生徒に対して，

入院に係る医療費の全額を助成します。

■対象者

・通院＝小学校就学前まで

・入院＝小学校１年生から中学校３年生まで

■助成金額　入院に係る医療費（保険適用分）の全額

■申請方法　申請に必要なものを持参し、健康増進課で手続きを行ってください。

【申請に必要なもの】

　①領収書原本（月ごとにまとめて提出してください）

　②健康保険証

　③高額療養費・付加給付等の支給決定通知書（該当の方のみ）

　④保護者の預金通帳（ゆうちょ銀行の場合は、他の金融機関からの

　　受取口座としてご指定を受けたもの）

　⑤印鑑（認印可・シャチハタ不可）

■申請先及び問合先　健康増進課　健康増進係　（内線２１４３）　　

平成２２年度の介護保険料（第１号被保険者）は次のとおりです

　介護保険制度は、３年ごとに事業計画の見直しを行い、介護サービスを提供するための財源

として必要な介護保険料が決定されます。　

　また、介護保険料は、個人所得に応じてそれぞれ異なり、年金からの天引きや納付書によっ

て納めていただきます。

　平成21年度および22年度は、国から交付された「介護従事者処遇改善臨時特例交付金」を充

てることで、皆様に納めていただく保険料の急激な上昇が抑制されています。

　また、今期は第４段階に「保険料の弾力化」という区分を設け、課税対象者と同居している

住民税非課税者に対して保険料負担の軽減をしています。

☆介護保険料を納めないと介護サービスが制限されます。

　　介護保険料を滞納すると介護サービスを受けるとき次のような制限を受けます。

◎１年以上滞納すると、介護サービスの利用者負担が通常１割から１０割に割増され、割増
分は払い戻しの手続きを別途行う必要があります。

◎介護保険料の未納期間があると、その期間に応じて介護サービスの利用者負担が通常１割
から３割に引き上げられます。

平成22年度の介護保険料は以下のとおりです。

４
月
１
日
か
ら

の
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！

子
ど
も
手
当

子
ど
も
手
当

☆お問い合わせ先

◎介護保険料に関すること　　　　税務課 町民税係　　　　　℡53-1111（内線2111）

◎介護保険の制度に関すること　　介護保険課 介護保険係　　℡53-1111（内線2174）
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４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

５．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）被害防止対策協議会に関する事項

（２）その他被害防止に関する取組

（２）対象鳥獣の捕獲計画

対象鳥獣

※主なもの

イノシシ 150頭

200頭

150頭

200頭

200頭

300頭

平成21年度 平成22年度

捕獲計画数等

平成23年度

必要に応じて捕獲する

ニホンジカ

ニホンザル

対象鳥獣

※主なもの

イノシシ 電気柵　3,000ｍ 電気柵　3,000ｍ ネット柵1,000ｍ

電気柵　3,000ｍ ネット柵1,000ｍ電気柵　3,000ｍ

ネット柵1,000ｍ

平成21年度 平成22年度

電気柵　3,000ｍ ネット柵1,000ｍ

電気柵　3,000ｍ ネット柵1,000ｍ

ネット柵1,000ｍ

平成23年度

整 備 内 容

ニホンジカ

ニホンザル

捕獲計画数等の設定の考え方

　これまでの捕獲実績や狩猟免許取得者の支援育成対策による農家等一般捕獲による捕獲増、夏季期

間のわな猟限定の捕獲実施による増などを考慮して、捕獲計画を策定する。

捕獲等の取組内容

　恒常的に被害が発生しているため、４月１日～１０月３１日と３月１６日～３月３１日（ニホンザ

ル・カラスは３月１日～３月３１日）の期間、銃器、箱わな、捕獲箱により予察捕獲を行う。また、

暑さ対策として、夏期限定で「くくりわな」を中心としたわな猟のみによる捕獲を行う。

　さつま町全域を対象区域として、被害発生に対する迅速な捕獲に努め、被害軽減を図る。

　被害発生が恒常化している地域については、侵入防止柵の管理講習会等の現地研修会を実施し、集

落で追い払い活動や餌場を作らない環境整備等ができる体制づくりの確立を推進する。

さつま町鳥獣被害防止対策協議会

さつま町、町農業委員会、北さつま農協、北薩農業共済組合、北薩森林組合、県北薩地域

振興局、さつま警察署、北薩森林管理署、猟友会、町鳥獣保護員、被害地区代表

鳥獣被害防止総合対策交付金事業の実施及び啓発活動、被害防止技術の指導、狩猟事故防

止・国有林等に関する情報提供、有害鳥獣捕獲の実施、鳥獣保護に関する業務など

構成機関

各機関の

役　　割

（２）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

　これまでも防護柵による防除施策を行っているが、被害は減少していない。山間部の集落は過疎化、

高齢化で耕作放棄地が増え、鳥獣の農地侵入も容易になり、特にニホンジカによる被害が増加、深刻化

している。

　今後は、被害防止柵設置を複数集落で全体的に取組み、広域的な実施体制づくりを確立する。また、

地域住民が主体となり、野生生物を寄せ付けない集落づくりや、追い払い等の被害防除活動に取組める

よう啓発を行う。

※今回策定した「さつま町鳥獣被害防止計画」に基づき、今後は国の補助事業を活用して、被害防止対策を総合的に推進していきます。
　なお、被害防止計画の詳細については、さつま町のホームページでご覧いただけます。

■お問い合わせ先：耕地林業課 林務係（内線2431）

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
の
被
害
が
年
々
深
刻
化
し
、
広
域
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
施
行
さ
れ
た
国
の
法
律
に
基
づ
き
「
さ
つ
ま
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１．対象鳥獣の種類
イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、ノウサギ、タヌキ、アナグマ、

カラス、スズメ、ヒヨドリ、カワラバト（計10種）

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（平成２０年度）　※主なもの

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

（２）被害の傾向　　※主なもの

（３）今後の取組方針

鳥獣の種類

イノシシ

①イノシシ

水稲

　町内ほぼ全域で年間を通じて被害発生。水稲、タケノコのほかイモ類

で顕著。特に、収穫前の９月から10月にかけての水稲被害が大きい。

②ニホンジカ

　近年生息域が急速に拡大しており、水稲や飼料作物の食害、スギ、ヒ

ノキの剥皮被害、幼齢木の食害などが発生し、特に推定生息数の多い紫

尾山周辺の地区では、格段に被害が増加。

③ニホンザル

　主に旧薩摩町の山間部で被害が発生し、11月から５月のタケノコ被害、

５月から10月の梅や梨の被害が目立つ。更に近年、被害区域が住宅付近

まで拡大してきている。30頭以上の大群も確認されており、群れによる

被害で１箇所当たりの被害額が大きくなる傾向にある。

各地区猟友会から選抜され、捕獲対策協議会で承認されたメンバーで構成の捕獲隊が捕獲を行う。

〔猟友会さつま地区連絡協議会〕構成団体：宮之城猟友会、鶴田猟友会、求名猟友会、永野猟友会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中津川猟友会

　これまで、電気柵等による防除対策と、銃猟やわな猟等による捕獲対策を行ってきたが、大幅な被害

軽減につながっていない。今後、各種補助事業を取り入れながら、防除対策としては団地的な防護柵の設

置を推進し、捕獲対策としては被害農家自ら捕獲に取り組めるよう、狩猟免許取得のための講習会への

支援等、捕獲従事者の育成対策や、捕獲機材の購入、貸出し等の対策を講じていく。また、これまでの

個人毎の取組みから、今後は地域が主体となって被害防止対策に取り組めるよう、専門家による講習会

を開催するなどし、地域ぐるみで一体となった効果的取組みができるように、総合的な対策を推進する。

〔今後の主な計画〕

①地域の意識改革による被害防除体制の確立に取組む。

②有害鳥獣の生息・生態調査や、捕獲従事者である狩猟免許取得者の育成など、捕獲と防除の両面から

総合的に被害防止対策を推進する。

品　目 被害金額(千円)

被害の現状

被害面積(ha)

16,428

6,733

13,550

6,459

4,500

787

931

73.6

12.1

68.8

106.1

4.6

16.1

1.4

野菜・雑穀

果樹

野菜・雑穀

水稲

野菜・飼料等

針葉樹・広葉樹

ニホンジカ

ニホンザル

「さつま町鳥獣被害防止計画」を策定「さつま町鳥獣被害防止計画」を策定

「
さ
つ
ま
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を
策
定



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

生
態
系
保
全
を
再
認
識

旭
保
育
園
児
メ
ダ
カ
放
流

マ
ン
ゴ
ー
出
荷
は
じ
ま
る

佐
志
新
生
地
区

た
け
の
こ
で
、
き
ら
ら
の
里
を
堪
能

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園

安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す

街
頭
ア
ピ
ー
ル
運
動

お
茶
を
飲
ん
で
夫
婦
仲
よ
く
！

新
婚
家
庭
へ
お
茶
と
急
須
を
贈
呈

１
万
本
の
花
に
囲
ま
れ
て

よ
う
こ
そ
先
生
！

転
入
教
職
員
の
集
い

川
内
川
漁
協
稚
ア
ユ
放
流

ア
ユ
漁
解
禁
が
楽
し
み
！

時
吉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
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３
月
２８
日
と
４
月
４
日
の
両

日
、
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
が

開
園
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
泊
野
地

区
活
性
化
委
員
会
と
泊
野
地
区

た
け
の
こ
生
産
振
興
会
の
主
催

で
行
わ
れ
、
今
年
で
１８
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
鹿
児
島
市
や
霧
島

市
な
ど
県
内
各
地
か
ら
約
１
３

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
林
業
集
会
場
で

説
明
を
受
け
た
後
、
各
園
に
分

か
れ
て
介
添
人
の
指
導
を
も
ら

い
な
が
ら
、
使
い
慣
れ
な
い

「
く
わ
」
を
使
っ
て
た
け
の
こ

掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
昼
食
で
は
、
地
元
の
林
産
女

性
グ
ル
ー
プ
が
丹
精
込
め
て
作

っ
た
、
刺
し
身
や
煮
し
め
、
味

噌
汁
な
ど
の
「
た
け
の
こ
づ
く

し
の
料
理
」
を
味
わ
い
な
が

ら
、
「
み
や
ん
じ
ょ
五
ッ
太

鼓
（
雲
母
流
）
」
の
演
奏
や
、

「
き
ら
ら
米
」
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
農
産

物
や
あ
く
ま
き
な
ど
の
物
販
や

餅
つ
き
、
北
さ
つ
ま
農
協
の
協

力
に
よ
る
味
噌
作
り
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
地
元

の
住
民
と
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　
３
月
２９
日
、
柏
原
地
区
の
中

山
間
総
合
整
備
事
業
で
実
施
し

て
い
る
、
ほ
場
整
備
川
口
団
地

に
お
い
て
、
メ
ダ
カ
の
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
事
業
実

施
前
に
こ
の
地
区
に
い
た
メ
ダ

カ
を
採
取
・
保
管
し
、
事
業
完

成
後
に
再
度
放
流
し
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
近
く
の
旭
保
育

園
３６
人
の
園
児
が
、
そ
れ
ぞ
れ

完
成
し
た
調
整
池
に
放
流
し
ま

し
た
。

　
今
回
完
成
し
た
、
ほ
場
整
備

川
口
団
地
は
、
４
，

  

４５
ha
で
事

業
費
９
６
，

   

５
０
０
千
円
。

　
同
地
区
の
中
山
間
総
合
整
備

事
業
は
、
平
成
２５
年
度
ま
で
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
８
日
、
佐
志
新
生
地
区

で
、
本
年
産
マ
ン
ゴ
ー
の
初
出

荷
を
祝
い
、
生
産
者
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
よ
る
「
初
収
穫
セ

レ
モ
ニ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

本
町
で
は
、
北
さ
つ
ま
農
協

マ
ン
ゴ
ー
部
会
（
祝
迫
直
人
部

会
長
ほ
か
５
人
）
が
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
１
０
０
㌃
で
栽
培
し
て

お
り
、
安
心
・
安
全
な
食
べ
物

と
し
て
の
「
か
ご
し
ま
の
農
林

水
産
物
」
に
も
認
証
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
年
産
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

糖
度
も
高
く
上
々
の
出
来
で
、

１４
ト
ン
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
主
に
東
京
、
名
古
屋
、

鹿
児
島
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
ほ

か
、
地
元
直
売
所
で
も
販
売
さ

れ
ま
す
。

　
４
月
３
日
、
少
林
寺
拳
法
鹿

児
島
宮
之
城
支
部
と
山
崎
支
部

合
同
に
よ
る
、
交
通
安
全
街
頭

ア
ピ
ー
ル
運
動
が
船
木
地
区
の

国
道
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
１６
回
目
に
な
る
こ
の

運
動
は
、
さ
つ
ま
警
察
署
の
協

力
を
得
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
今
回
は
道
着
姿
の
１５
人
の
拳

士
と
保
護
者
が
「
安
全
運
転
で

お
願
い
し
ま
す
」
と
ド
ラ
イ
バ

ー
に
大
き
な
声
を
か
け
な
が
ら
、

飴
と
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
約
３０
分
程
度
で
１
５
０
枚
の

チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
、
子
ど
も
た

ち
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

祝迫部会長ご夫婦による収穫

園児によるメダカの放流

道着姿でチラシを配る拳士

ねらいを定めて・・・エィッ！

掘
り
上
げ
た
、
た
け
の
こ
を

手
に
す
る
参
加
者

▲

　
３
月
２８
日
、
時
吉
運
動
公
園

下
で
時
吉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
休
耕
田

対
策
と
地
域
興
し
に
つ
な
が
れ

ば
と
始
ま
っ
た
祭
り
も
５
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
も
１
万
本
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
色
と
り
ど
り
に
花
を
咲

か
せ
、
訪
れ
た
多
く
の
方
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
春
の

訪
れ
と
と
も
に
咲
き
誇
っ
た
桜

の
も
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
も
開
催
さ
れ
、
ま
た
会
場

で
は
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
の
振

る
舞
い
や
農
産
物
販
売
や
ス
ケ

ッ
チ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ケ
ッ
チ
大
会
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
黄
色
や
赤
色
の

色
鉛
筆
を
走
ら
せ
、
色
鮮
や
か

な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
を
描
い

て
い
ま
し
た
。
　
　

大園教育委員長に宣誓文を読み上げる二人

漁協組合員によって放流される稚鮎

お茶と急須を受け取る谷口さんご夫婦

満開のチューリップ畑でスケッチ

　
町
で
は
本
年
４
月
か
ら
、
婚
姻
届
提
出
者
に
急
須
と
お
茶
の
贈

呈
を
始
め
ま
し
た
。

　
届
出
第
１
号
は
、
西
新
町
の
谷
口
雄
一
さ
ん
沙
代
さ
ん
ご
夫
婦

で
、
４
月
１２
日
に
届
出
を
さ
れ
、
日
髙
町
長
か
ら
二
人
に
お
茶
と

急
須
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
贈
呈
に
谷
口
さ
ん
は
「
届
出
に
来
て
お
茶
と
急
須
を
も
ら

え
る
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
お
茶
を
飲
ん
で

夫
婦
仲
よ
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
る
お
茶
は
、
さ
つ
ま
町
茶
生
産
協
会
の
各
会
員
が
一

番
茶
を
提
供
し
、
仕
上
げ
た
も
の
で
、
新
緑
の
香
り
と
深
み
の
あ

る
味
わ
い
の
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
家
庭
で
和
や
か
な
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
お

茶
を
飲
む
習
慣
が
今
ま
で
以
上
に
浸
透
し
て
い
く
事
と
リ
ー
フ
茶

の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
町
産
の
お
茶
は
、
川
内
川
流
域
に
沿
い
奥
薩
摩
特
有
の
霧
の

中
で
育
ち
、
深
み
の
あ
る
味
わ
い
と
新
緑
の
香
り
と
と
も
に
高
い

賞
賛
を
受
け
て
お
り
、
県
内
で
も
有
数
の
優
良
茶
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
茶
生
産
者
組
織
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
お
い
て
も
本
町
産
茶
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
計
画
で
す
。

　
４
月
７
日
、
本
町
を
流
れ
る

川
内
川
本
流
・
支
流
に
お
い
て

川
内
川
漁
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
組
合
長
　
田
渕
政
春
氏
）

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
稚
ア
ユ

の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体

長
５
㎝
～
７
㎝
の
稚
ア
ユ
を
川

内
川
本
流
・
穴
川
・
久
富
木
川
・

泊
野
川
へ
約
１
１
０
㎏
放
流
し

ま
し
た
。

　
放
流
さ
れ
た
稚
ア
ユ
は
元
気

に
泳
ぎ
回
り
、
６
月
１
日
の
ア

ユ
漁
解
禁
ま
で
に
大
き
く
成
長

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
放
流
は
川
内
川
漁
業

協
同
組
合
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
放
流
事
業
で
、
６
月
６
日
に

は
第
４
回
川
内
川
鮎
ま
つ
り
が

湯
田
河
川
広
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
４
月
９
日
、
本
町
の
小
・
中

学
校
に
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
３６

人
の
先
生
方
を
迎
え
、
転
入
教

職
員
歓
迎
会
と
宣
誓
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
で
は
、
日
髙
町
長
と

中
尾
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
地
元
特
産
の
お
茶
で
乾
杯

し
、
旬
の
た
け
の
こ
な
ど
、
郷

土
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
で
会
食
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
食
の
合
間
に
は
、
転
入

さ
れ
た
先
生
方
の
自
己
紹
介
も

行
わ
れ
、
さ
つ
ま
町
に
対
す
る

第
一
印
象
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
宣
誓
式
で
は
、
盈
進
小
学
校

の
前
屋
敷
恵
理
教
諭
と
山
崎
小

学
校
の
加
冶
屋
健
次
郎
専
門
員

が
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
、
決
意

を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。



時吉区「金山踊り」川原町公民会「川原女相撲甚句」関係者による渡り初め

完成した川原橋全景
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ふ
る
さ
と
さ
つ
ま
応
援
寄
付
金
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ふ
る
さ
と
納
税
）

ふ
る
さ
と
さ
つ
ま
応
援
寄
付
金
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ふ
る
さ
と
納
税
）

ふ
る
さ
と
さ
つ
ま
応
援
寄
付
金

　
　
　
　
　
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　平成20年度から「ふるさと納税」制度がはじまり、県全体では「かごしま応援寄附金」、
本町では「ふるさとさつま応援寄附金」として取り組んでおります。

＜平成２１年度の寄附金総額＞

　●ふるさとさつま応援寄附金　　1,530千円(21件)

　●かごしま応援寄附金(さつま町指定分)　423千円(20件)

　次の皆様から寄附金をいただきました。ありがとうございました。

・梶原忠良(千葉県)・向囿信幸(奈良県)・鈴木晴博(鹿児島市)・片岡タル子(兵庫県)・十島征五(大阪府)

・杉元龍太郎・小林京子(埼玉県)・持橋いくよ(東京都)・下土橋敏(東京都)・白石満(東京都)

・水流和行(神奈川県)・三角四雄(千葉県)・大南啓治(大阪府)・大南康子(大阪府)・久木田實守(神奈川県)

・蕨迫泉(東京都)・小島滿郎(東京都)・中村彰男(東京都)・松坂繁毅(東京都)・木原髙明(大阪府)

・千成篤博(愛知県)・横田久江(大阪府)・石井照江(大阪府)・田中重行(大阪府)・黒木優子(滋賀県)

・市野英司(兵庫県)・有村宏喜(大阪府)、松﨑真奈美(福岡市)

※氏名の掲載は、平成21年４月から平成22年３月分で、本人の了承のあったもののみです。(敬称略)

　これらの寄附金につきましては、自らの創意工夫による地域活性化対策や共生・協働による地域社会づくり活

動で、公民会や公共的団体等から提案された事業を「地域元気再生事業」として活用させていただくこととして

います。今後も引き続きご支援をよろしくお願いいたします。

　
４
月
２
日
、
「
さ
つ
ま
町
民

音
頭
」
の
歌
詞
最
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
た
、
甫
立
洋
子
さ
ん

（
鹿
児
島
市
）
に
日
髙
町
長
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
町
制
５
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
「
町
民
音
頭
」

の
歌
詞
募
集
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
県
内
外
か
ら
40
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
「
町
民
音
頭
」
制

作
委
員
会
で
は
、
将
来
に
わ
た

り
町
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
よ
う
な
音
頭
に
し
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
春
・
夏
・
秋
・

冬
の
四
季
を
唄
っ
て
あ
り
、
自

然
と
風
物
の
言
葉
が
よ
く
つ
な

が
っ
た
甫
立
さ
ん
の
作
品
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
作
曲
や
歌
手
の
決
定
、

Ｃ
Ｄ
化
を
行
い
完
成
し
た
「
さ

つ
ま
町
民
音
頭
」
は
、
11
月
の

「
さ
つ
ま
町
５
周
年
記
念
式

典
」
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

一
　
春
は
よ
か
よ
か
ま
こ
て
よ
か

　
　
梅
に
桜
の
花
盛
り

　
　
緑
豊
か
な
竹
の
郷

　
　
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ 

み
ん
な
で
ド
ン
ト

　
　
心
ひ
と
つ
に
さ
つ
ま
町

二
　
夏
は
よ
か
よ
か
ま
こ
て
よ
か

　
　
き
ら
り
若
鮎
ほ
た
る
舟

　
　
清
き
流
れ
の
川
内
川

　
　
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ 

み
ん
な
で
ド
ン
ト

 
 

歌
も
ひ
と
つ
に
さ
つ
ま
町

三
　
秋
は
よ
か
よ
か
ま
こ
て
よ
か

　
　
稲
は
黄
金
に
米
ど
こ
ろ

　
　
田
の
神
さ
あ
に
彼
岸
花

　
　
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ 

み
ん
な
で
ド
ン
ト

　
　
笑
顔
ひ
と
つ
に
さ
つ
ま
町

四
　
冬
は
よ
か
よ
か
ま
こ
て
よ
か

　
　
温
泉
の
郷
に
湯
の
香
り

　
　
白
い
川
霧
紫
尾
の
雪

　
　
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ 

み
ん
な
で
ド
ン
ト

　
　
夢
を
ひ
と
つ
に
さ
つ
ま
町

五
　
い
つ
も
よ
か
よ
か
ま
こ
て
よ
か

　
　
老
い
も
若
き
も
手
を
つ
な
ぎ

　
　
愛
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
り

　
　
そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ 

み
ん
な
で
ド
ン
ト

　
　
未
来
ひ
と
つ
に
さ
つ
ま
町

は
る

う
め

こ
こ
ろ

ち
ょ
う

た
け

さ
と

み
ど
り
ゆ
た さ

く
ら

は
な
ざ
か

な
つ

う
た

ち
ょ
う

せ
ん
で
が
わ

き
よ

な
が

わ
か
あ
ゆ

ぶ
ね

あ
き

え

が

お

ち
ょ
う

ひ
が
ん
ば
な

た

か
ん

い
ね

こ
が
ね

こ
め

ふ
ゆ

ゆ
め

ち
ょ
う

ゆ
き

し
ろ

か
わ
ぎ
り
し 

び

い
で
ゆ

さ
と

ゆ

か
お

み
ら
い

ち
ょ
う

あ
い お

わ
か

て

　
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
な
さ
ん
が
芸
術
鑑
賞
や
イ
ベ

ン
ト
に
気
楽
に
お
い
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ホ
ー
ル
に
車
い
す

専
用
の
リ
フ
ト
と
観
覧
席
等
を

設
置
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

ホ
ー
ル
と
本
館
の
間
に
、
多
目

的
ト
イ
レ
を
新
設
し
、
車
い
す

利
用
者
用
手
す
り
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
用
設
備
、
乳
幼
児
用
の
着

替
え
台
等
も
設
置
し
、
障
害
を

も
つ
人
や
乳
幼
児
と
一
緒
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整

備
し
ま
し
た
。

車いす専用のリフト

表彰状を受け取る甫立さん（右）

整備された多目的トイレ

バリアフリー施設と多目的トイレを整備
～宮之城文化センター～

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 　
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　志賀　三智
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　猪野和歌人
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所　宇都　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　河川港湾課　河川砂防第２係 係長 木佐貫浄治
　　　　　　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

⑦

①

④

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成22年４月10日現在)

≪激特事業関連工事≫

①湯田地区

　・築堤護岸工事(２件)・樋門工事(１件)

②柏原地区

　・樋門工事(１件)

③虎居地区

　・築堤護岸工事(１件)・樋門工事(１件)

④宮之城屋地地区

　・樋門工事(１件)

⑤推込地区

　・分水路掘削工事(４件)

　・河道内掘削工事(１件)

⑥二渡地区

　・築堤工事(１件)

≪鶴田ダム再開発事業関連工事≫

⑦神子地区

　・工事用道路関連工事(２件)

　・法面処理工事(１件)

【北薩地域振興局関連工事】

　(平成22年４月９日現在)

⑧柏原地区

　・夜星川橋工事(１件)

③虎居地区、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(３件)

⑨山崎地区、二渡地区

　・護岸工事(２件)

　・東橋工事(２件)

　・山崎橋工事(２件)
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　河川激特事業により架け替えが行われていた川原橋が完
成したことから、３月３１日、開通式を開催し、同日の午
後５時前から一般車両の通行が可能となりました。
　開通式当日は、来賓・一般参加者多数の列席のもとで渡
り初めなどを行ったほか、地元川原町公民会と時吉区の皆
様に郷土芸能を披露していただき、式典に華を添えていた
だきました。
　川原橋の完成により、生活環境の利便性向上や地域経
済・文化の発展が期待されるところです。

《今月の現場写真》　川原橋開通式
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「さつま町安全安心情報メール」の会員募集!
　町では「ＩＣＴ（情報通信技術）活用による地域密着型情報連携基盤構築事業」（平成21年度総務省事

業）により整備した「さつま町安全安心情報メール」の会員を募集しています。

「さつま町安全安心情報メール」とは、災害情報・防犯情報等をメールで住民の皆さんの携帯電話へ配信

するシステムです。登録手続きは簡単です。いざというときに備えてぜひご登録ください。

１．情報提供の内容

・災害情報（地震・台風等，火災発生情報）

・防犯情報（不審者・行方不明者等）

・消防広報（消防本部からのイベント・広報等）

２．会員登録について

３．会員申込書提出先 【お問い合わせ先】

さつま町役場　総務課　情報システム係

電話0996-53-1111　内線2418

・情報提供を受けるに当たっては，会員登録していただく必要があります。

・登録に際しての登録料及び会費は一切必要ありませんが，利用中の通信料は本人負担となります。

・申込みいただいた個人情報を目的外で使用することはありません。

・登録は下記問い合わせ先で行いますので記入もれや間違いがないか十分確認してください。

　また，さつま町ホームページ，携帯電話からも登録できます。

【ホームページからの登録方法】

①インターネットでさつま町のホームページを開いてください。

②安全安心情報メールのバナーをクリックしてください。

③トップページが表示されますので，受信登録リンクをクリックしてください。

④利用規約内容を確認し利用規約へ同意するにチェックし次へをクリックします。

⑤メールアドレス，パスワードを入力し情報カテゴリを選択後，確認をクリックします。

⑥確認ページにて登録をクリックする。

【携帯電話を使用しての登録方法】

①右のＱＲコードを読み取ってください。

②トップページが表示されますので，受信登録リンクをクリックしてください。

③利用規約へ同意するにチェックし次へをクリックします。

④メールアドレス，パスワードを入力し情報カテゴリを選択後，確認をクリックします。

⑤確認ページにて登録をクリックする。

・会員申込書は，本庁総合案内又は各支所総務係に置いて

　ありますので，必要事項を記入のうえ提出してください。

【提出先】本庁総務課　情報システム係

　　　　　鶴田支所　総務係・薩摩支所　総務係

（ＱＲコード）

携帯版
（ＱＲコード）

川内川支川に水位観測所を新たに設置
　県では、国や町と協力して、川内川支川の水位を把握するために水位観測所と通信設備を整備し、４月から

インターネット上で公開を始めました。

　パソコンの場合は，県のホームペー

ジのトップページから河川情報をクリ

ックしていただき、また，携帯電話の

場合は県庁モバイルのページから防災

情報をクリックしていただくと，河川

情報システムに入ることができます。

　そのシステム内において，各観測所

における10分間隔の河川水位を確認で

きます。今後の防災活動にお役立てく

ださい。

【新たに公開を始めた水位観測所】

河川名 設置箇所 管理者 備　考

夜星川 蛍橋 国土交通省 既設、水晶式

穴川 田原橋 鹿児島県 新設、電波式

泊野川 新中間橋 鹿児島県 新設、電波式

久富木川 新川公園 さつま町 既設、水圧式

パソコン版 http://www.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/
携帯電話版 http://www.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/mobile/

総務課 秘書人事係 内線２２１２

●職員の異動について

　４月１日付け職員の異動があり

ましたので、お知らせします。

■課長職異動＝紺屋一幸　総務課

長（定住促進室長）　▽湯下吉郎

企画課長兼企業誘致対策室長（総

務課長兼行政管理室長）　▽岩切

秀久　工事検査監兼工事検査室長

（工事検査監）　▽前田淳三　町

民課長（商工観光課長）　▽中村

慎一　介護保険課長（企画広報課

長）　▽平田孝一　農政課長（す

こやか長寿課長）　▽赤﨑敬一郎

商工観光課長（農政課長）　▽北

原美義　文化課長（水道課長）　

▽脇黒丸猛　水道課長（建設課

長）　▽今東純夫　薩摩支所長

（薩摩総合支所長兼総務管理課長

兼町民福祉課長兼経済課長）　▽

髙木卓朗　消防長（次長兼消防署

長）　▽市野惠二　消防課長兼消

防署長（消防課長兼警防係長）

■課長職昇任＝三浦広幸　建設課

長（耕地林業課長補佐兼耕地係

長）　▽川路道文　学校教育指導

監兼指導係長（学校教育指導課長

補佐兼指導係長）　▽中島敏男　

鶴田支所長（教育委員会総務課長

補佐兼鶴田教育係長）　

■課長補佐職異動＝橋ノ口賢二　

税務課長補佐兼収納第２係長（税

務課長補佐兼収納第１係長兼収納

第２係長）　▽若松良尚　消防課

長補佐兼保安指導係長兼消防署長

代理（消防課長補佐兼予防係長兼

消防署長代理）

■課長補佐職昇任＝下畝克典　福

祉課長補佐兼福祉障害係長（福祉

課福祉障害係長）　▽中囿雄二　

福祉課長補佐兼子ども福祉係長

（福祉課子育て支援係長）　▽本

田孝市　教育委員会総務課長補佐

兼総務係長（教育委員会総務課総

務係長）　▽満園清文　教育委員

会総務課長補佐兼鶴田教育係長

（宮之城学校給食センター係長）

▽上間幸治　福祉課長補佐兼鶴田

保健福祉係長（鶴田総合支所町民

福祉課福祉介護係長兼保健係長）

▽上別府克朗　総務課長補佐兼薩

摩総務係長（薩摩総合支所総務管

理課総務管理係長）

■係長職異動＝角茂樹　総務課政

策推進係長（災害復興対策課災害

復興対策係長）　▽押川吉伸　企

画課企画係長（企画広報課企画振

興係長）　▽四位良和　企画課地

域振興係長（企画広報課広報統計

係長）　▽平田水穂　税務課地籍

調査係長（すこやか長寿課介護給

付係長）　▽丸田忠　人権同和対

策係長兼太陽福祉センター係長

（議会事務局議事係長）　▽中尾

栄優　農政課畜産係長（薩摩総合

支所経済課畜産係長）　▽下田良

二　建設課土木管理係長（税務課

地籍調査係長）　▽櫻伸一　災害

復興対策課災害復興対策係長（農

政課畜産係長）　▽小永田浩　耕

地林業課耕地係長（建設課土木管

理係長兼道路維持係長）　▽中間

博巳　議会事務局議事係長（行政

管理室政策推進係長）　▽狩宿悦

男　宮之城学校給食センター係長

（人権同和対策係長兼太陽福祉セ

ンター係長）　▽米良瑞枝　町民

課薩摩町民係長（鶴田総合支所町

民課町民係長）　▽鰺坂貞司郎　

消防課主幹兼予防係長兼消防署第

１小隊長（消防課主幹兼救急係長

兼消防署第１小隊長）　▽服部智

行　消防課主幹兼警防係長兼消防

署第２小隊長（消防課主幹兼危険

物係長兼消防署第２小隊長）　▽

東恭一　消防課主幹兼消防団係長

（消防課主幹兼消防広報係長兼消

防署第１小隊長代理）　▽米丸鉄

男　消防課主幹兼総務係長（消防

課主幹兼消防係長）

■係長職昇任＝橋口正人　税務課

収納第１係長（税務課町民税係）

▽白男川二三代　町民課鶴田町民

係長（会計課会計係）　▽田中俊

朗　消防課主幹兼救急係長兼消防

署第２小隊長代理（消防課主幹兼

救急係兼消防署第２小隊長代理）

■新規採用＝杉元大輔　安全安心

対策室安全安心対策係　▽東條和

廣　介護保険課介護保険係　▽別

府政志　福祉課福祉障害係

●退職者について

　３月31日付け退職者をお知らせ

します。

▽橋之口幸男　町民課長　▽川添

俊行　総務課参事　▽永田清信    

鶴田総合支所長　▽田上泉  消防

長　▽日當瀬修二　環境課参事

▽楠木園建雄　健康増進課参事

▽竪山敏久　災害復興対策課参事

▽上久保澄雄　総務課参事（学校

給食センター参事）　▽上大迫盛  

光　鶴田総合支所経済課参事

▽福留盛三　鶴田総合支所総務管

理課総務管理係参事補　▽餅田慶  

子　薩摩総合支所町民福祉課主幹

兼係長　▽祁答院義信　鶴田総合

支所経済課耕地林務係参事補　▽       

松元謙吏   税務課主幹　▽松元

辰三　鶴田総合支所総務管理課総

務管理係参事補　▽山下智子　総

務課　秘書人事係参事補（社会教

育課主幹）▽（教育委員会退職）

勝久満隆　学校教育指導監 （黒

神小学校校長へ）
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介護保険課 介護予防係 内線２１７1 

●「脳のすこやか塾」に参加しま

　せんか？

読み書き・計算で脳の健康維持

（認知症予防）・増進を！

この教室は、読み書き（音読）や

簡単な計算の教材を使って継続的

に学習し，脳が活性化され高齢者

の認知症予防を図ります。

学習者募集

・内容：読み書き・簡単な計算の

学習を行ないます。

※交流・談話コーナーも設けます。

・対象者：65歳以上の方で毎週１

　回教室への参加と毎日10分程度

　の自宅学習が可能な方

　※町の送迎はありません。

・定員：各会場20名　

　※定員を超えた場合は抽選にな

ります。

・学習期間：平成22年６月～11月

まで（６ヶ月間）

・場所：下記の４会場で実施しま

す。申し込みの際，ご希望の場所

をお伝えください。

■費用：月額2,300円

（毎月の教材費等）

■申込締切　５月14日（金）

■お申し込み・お問い合わせ先

　介護保険課介護予防係　まで

　TEL：53-1111(内線2171)または

　52-4690(直通)

税務課 資産税係 内線２１１５

●固定資産税の減免申請について

　次に該当する資産につきまして

は、固定資産税の減免対象となり

ますので、該当資産を所有されて

いる方は、減免申請書の提出をお

願いします。なお、昨年申請書を

提出された方は、必要ありません。

■減免対象資産

　公益のために直接専用する固定

資産（有料で使用するものを除

く）

　例：公民館用地・防火水槽用地

等を所有される方

■提出先

　本庁税務課資産税係・鶴田税務

係・薩摩税務係

※減免申請書は、窓口に備え付け

てあります。

■提出期限

　平成22年５月24日（月）

※詳しい内容につきましては、提

出先にお問い合わせください。

商工観光課 観光係 内線２２４２ 

●今年もホタル舟が運航されます

さつま町の初夏の風物詩となって

いるホタル舟が，今年も町内の２

箇所で運航されます。普段は見る

ことのできない，川面から観るホ

タルの灯りを是非お楽しみくださ

い。

●第９回奥薩摩のホタル舟運航

　（神子地区）

■運航期間

　５月20日(木)～５月31日(月)

■場所：神子地区

■乗船料

　大人1,500円

　子ども1,000円（小学生以下）

■予約開始日

　５月６日（木）から

■予約センター

　電話：0996-55-9530，55-9531

■受付時間：午前10時～午後3時

●二渡ホタル舟

■運航期間

　５月15日(土)～６月５日（土）

■場所：二渡地区

■乗船料

　大人1,000円

　子ども500円（中学生以下）

■予約開始日：現在予約受付中

■予約専用電話

　080-6447-0570（下麦さん）

消防本部　５２－０１１９

●風化させないで、地震の恐怖

　平成９年３月と５月に相次いで

発生した「鹿児島県北西部地震」

から13年。時がたつと人の記憶は

薄れてその恐怖を忘れ、つい対策

がおろそかになりがちです。災害

でもっとも怖いのがその「油断」

です。

　地震はいつ・どこで発生するか

予測できません。日ごろから地震

に対する備えを十分に行い、その

対応などを家族や地域で話し合っ

ておくことが大切です。

■地震が発生する前に

　○家具などを固定し転倒や落下

　　を防ぎましょう。

　○必要最低限の非常持ち出し品

　　を準備しておきましょう。

■地震が発生したら

　○落ち着いてまず自分の身の安

　　全を図りましょう。

　○すばやく火の始末をしましょ

　　う。

●３月の火災・救急情報

①家族同士の合い言葉を決め

　ましょう

②不審なメールや電話などは

　警察に通報しましょう

■さつま警察署■

場　所

求名交流館

鶴田中央公民館

屋地楽習館

永野交流館

開催曜日

毎週火曜日 午前

毎週火曜日 午前

毎週木曜日 午前

毎週木曜日 午前

○救　急

◆出動件数　 ８２件

　運んだ人   ７７人

◆内 訳

　急　病 　48件44人

　交通事故 ２件２人

　その他　 32件31人

○火　災

◆発生件数１件

◆内訳

　　建　物１件

広　告

農政課 農政係 内線２４２２ 

●安全な農作業に努めよう！

　農業の機械化が進む中で、農業

機械による農作業事故が後をたた

ない状況です。特に農繁期になる

と農業機械を使った農作業に従事

することが多くなります。農作業

を行う場合は現場等の安全を十分

に確認・点検し、安全な農作業に

努めましょう。

①ゆとりをもった無理のない農作

業を

②農業機械や作業場所の点検・整

備を十分に

③ほ場への進入路や段差には十分

注意を

④出かける前に家族等に一声かけ、

作業場所や帰宅予定時間を明らかに

⑤緊急の連絡（携帯電話等）手段

の確保を

総務課 広報文書係 内線２２１４ 

●平成22年度労働保険年度更新の

お知らせ

　労働保険(労災保険・雇用保険)

の年度更新手続きは、６月１日か

ら７月12日までとなっています。

町内の集合受付は、６月18日(金)

午前10時から午後３時まで、宮之

城ひまわり館で行います。

　詳しくは、川内労働基準監督署

　(0996)22-3255までお問い合わ

せください。

広　告

～行政の悩みごとについて相談してみませんか～

※相談委員の担当区域に関わらず、どこの会場でも構いませんのでご相談ください。

※５月以外でも、下記のとおり行政相談を実施しますので、お気軽にご相談ください。

（宮之城ひまわり館では，心配ごと相談と一緒に実施します。）

　毎日の暮らしの中で、国・県・町が行っている仕事への疑問や相談

ごとはありませんか。

「行政相談委員」が、次のとおり行政相談所を開設しますので、お気

軽にご相談ください。

　相談は無料で、秘密は堅く守られます。

開　催　日 時　間 場　所 相談委員

午前10時～正午

午前９時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

虎居地区公民館

鶴田支所

薩摩支所

佐志地区公民館

山崎地区公民館

宮之城ひまわり館

小島　泰秀

東郷　光行

赤崎　弘道

小島　泰秀

５月17日(月)

５月18日(火)

５月19日(水)

５月20日(木)

開　催　日 時　間 場　所 相談委員

午前10時～正午

午前９時～正午

宮之城ひまわり館

鶴田支所

薩摩支所

小島　泰秀

東郷　光行

赤崎　弘道

毎月第３木曜日

８月16日(月)

10月25日(月)

２月14日(月)

【さつま町の行政相談委員】

◆宮之城地区担当　小島　泰秀　さつま町轟町８番地４　　５３－２３９６

◆鶴田地区担当　　東郷　光行　さつま町神子720番地８ 　５９－２６２９

◆薩摩地区担当　　赤崎　弘道　さつま町求名2287番地　　５７－０２３３

行政相談所を開設します

振り込め詐欺撲滅のための
「二つの約束」運動

詳細は，ちくりんスタンプ会まで　　５３－１１４１

ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用

ください。このシールを貼ってある台紙はス

タンプシールをプラス１０枚差し上げます。

スタンプ
プラス

１０枚有効期限
平成２２年

ちくりんスタンプ加盟店

さつま町内のお店なら
どなたでも、加盟できます！

大募集

ちくりんスタンプ満貼

台紙は、いつでも現金

500円と同様のお買い

物ができます

５月３１日まで

看護師さん募集！！看護師さん募集！！看護師さん募集！！看護師さん募集！！看護師さん募集！！
＆

看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！
働きながら資格が取れます！

薩摩郡医師会病院　0996-53-0326
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さつま町白男川

北 園 健 二さん 39歳
き た ぞ の け ん じ

町
長
の
動
静
（
平
成
22
年
３
月
）

※
主
な
会
議
及
び
行
事
を
抜
粋
（
庁
内
の
会
議
は
除
く
。
）

町長交際費執行状況(３月分)

・３月１日

研修視察時及び来客時用土産代

（お茶等）

北薩地区茶業振興会

設立総会時会費

11,640円

・３月５日 10,000円

川内川漁協宮之城支部

総代会時

・３月13日 3,400円

職員派遣協議時

・３月15日 7,490円

職員死亡に伴う弔慰金

及び弔花

・３月23日 35,750円

求名分団・南求名分団

消防災害支援隊隊帽交

付式時

・３月24日 6,400円

３
月
１
日

　
　
２
日

　
　
４
日

　
　
５
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　
18
日

　
　
19
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

　
　
31
日

（
月
）

（
火
）

（
木
）

（
金
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

辞
令
交
付
式
　
▽
北
さ
つ
ま
農
協
開
業
式

町
政
座
談
会
（
柊
野
区
公
民
館
）

３
月
定
例
議
会

自
衛
隊
壮
行
会
　
▽
河
川
事
務
所
と
の
協
議
　
▽
北
薩
地
区
茶
業
振
興
会
設
立
総
会

本
会
議
（
一
般
質
問
８
人
）

本
会
議
（
一
般
質
問
８
人
）

川
内
川
漁
協
宮
之
城
支
部
総
代
会

国
政
報
告
会

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

中
学
校
卒
業
式
　
▽
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

本
検
査
（
環
境
セ
ン
タ
ー
シ
ー
ケ
ン
サ
）

各
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
疑

職
員
永
年
勤
続
表
彰
　
▽
工
芸
教
室
終
了
式

災
害
用
ヘ
リ
か
ら
の
河
川
工
事
現
場
視
察
　
▽
商
工
会
「
春
の
集
い
」

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
　
▽
町
振
興
計
画
審
議
会
　
▽
葬
儀
（
職
員
）

本
検
査
（
排
水
ポ
ン
プ
）
　
▽
川
薩
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
（
薩
摩
川
内
市
）

小
学
校
卒
業
式
　
▽
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
総
会

町
交
通
安
全
対
策
会
議
・
交
通
安
全
町
民
運
動
推
進
協
議
会

町
行
政
改
革
審
議
会
　
▽
議
会
全
員
協
議
会

町
農
林
業
振
興
対
策
協
議
会
　
▽
町
５
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

本
会
議
（
最
終
日
）

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
ツ
ア
ー
　
▽
大
長
筍
振
興
会
知
事
表
彰
祝
賀
会

担
い
手
支
援
３
者
協
定
調
印
式
　
▽
本
検
査
（
水
道
）
　
▽
立
地
企
業
と
の
意
見
交
換
会

叙
勲
伝
達
式
（
故
北
村
信
之
氏
） 

▽
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
　
▽
町
土
地
改
良
区
総
代
会

退
職
者
辞
令
交
付
式
　
▽
河
川
事
務
所
と
の
協
議
　
▽
川
原
橋
開
通
式

◆お詫びと訂正◆
広報さつま４月号の４ページの記載事項に下記のような誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

Ｐ４上の段から７行目　　　　　　　　 誤　　　　　　　　　　　　正

　民主党マニフェストの子ども手当、約３兆円の影響を受け　→　約３億円の影響を受け

健康増進課 健康増進係　内線２１４３

●健康診査日程　【５・６月分】

乳幼児健診・健康相談

■１歳６ヶ月児（Ｈ20,９生）

　５月19日（水）

　午後0時30分～午後1時受付

（屋地楽習館）

■３歳児（Ｈ19,３生）

　５月26日（水）

　午後0時30分～午後1時受付

（屋地楽習館）

■２歳６ヶ月児　歯科健康診査

（Ｈ19,11生）

　６月３日（木）

　午後0時30分～午後1時受付

（屋地楽習館）

■すくすく育児相談

　６月４日（金）

　午前9時30分～午前10時30分

（屋地楽習館）

■４～５ケ月児　産婦健康診査

（H22,１生）

　６月９日（水）

　午後0時30分～午後1時受付

（屋地楽習館）

■母子健康手帳交付　

　５月24日(月)、６月14日(月)

　午前９時30分～午前11時

（宮之城保健センター）

※健康保険証、印鑑をお持ちの上、

ご夫婦でおいでください。

■フッ化物塗布　

　５月19日(水)、５月26日(水)

　６月３日(木)

　午後3時～午後4時受付

（屋地楽習館）

■総合健康相談

　６月１日(火)

　午前９時30分～午前11時

（屋地楽習館）

●楽々ウォーク

　みなさん、一緒に歩いて気持ち

いい汗を流してみませんか？

■宮之城の里コース

　５月９日（日）午前７時

　宮之城総合体育館出発

■湯の香ほんのり川コース

　５月22日（土）午前７時

　宮之城温泉街出発

福祉課 福祉障害係 内線２１３４

●心配ごと相談所

■日時・場所＝毎週木曜日

　午前10時～正午

　宮之城ひまわり館

■お問い合わせ先

　町社会福祉協議会　 52-1123

●障害福祉サービス等の利用者負

　担改正

　平成22年４月から低所得者（住

民税非課税）の方の障害福祉サー

ビス及び補装具に係る利用者負担

が無料になります。

　なお、現在支給決定を受けてい

る該当者については、自動的に変

更されますので新たに手続きをし

て頂く必要はありません。

　制度改正の具体的な内容につい

ては次のとおりです。

【対象者】

　所得階層の低所得１・２（住民

　税非課税）に該当する障害者及

　び障害児の保護者

【軽減内容】

　１．障害福祉サービス（療養介

　　　護医療を除く。）に係る利

　　　用者負担の無料化

　２．障害児施設支援（障害児施

　　　設医療を除く。）に係る利

　　　用者負担の無料化

　３．補装具に係る利用者負担の

　　　無料化

町民課 町民係 内線２１２５

●年金相談

　年金加入記録や受給手続きなど

についての『移動年金相談所』を

開設します。

　相談には、川内年金事務所の職

員が応じますので、年金の請求手

続き及び質問や相談などがありま

したら、年金手帳・年金証書・印

鑑などの関係書類をもってお越し

ください。また、代理の場合は，

委任状が必要です。

■日時：５月26日（水）

　午前10時～午後３時

■場所：鶴田中央公民館｢和室｣

●免除制度をご存じですか？

　「所得が少ない」「会社を退職

した」等の理由で経済的に国民年

金保険料を納付することが困難な

場合は、保険料免除制度がご利用

できます。

　保険料免除の承認は本人、配偶

者及び世帯主の所得により審査が

行われます。

※免除申請の平成22年度分(平成

22年７月～平成23年６月)の受付

は７月からです。

■お問い合わせ先

　川内年金事務所　 22-5276

●国民年金基金からのご案内

　国民年金基金は、国民年金第１

号被保険者（20歳から60歳未満の

国民年金保険料を納めている国民

年金の第１号被保険者）が加入で

きる「公的な年金制度」です。

　掛金月額は加入される時の年齢

に応じた掛金額が設定されていま

す。年金は終身年金（２種類）が

基本となっていますが、２口目

（任意）の年金の中に受給期間が

定められている確定年金（５種

類）もあります。平成20年度にお

いて年金の小口化が行われ、平成

21年４月より掛金月額等も改正さ

れました。確定年金には、60歳か

ら受給できる年金の型（５年給付

型・10年給付型）が増えました。

老齢基礎年金を受給するまでのつ

なぎの年金としてご利用できます。

　また、掛け金は国民年金保険料

と同様に全額社会保険控除の対象

となります。関係資料の送付ご希

望の方やお問い合わせは、鹿児島

県国民年金基金フリーダイヤル

（無料）0120-65-4192までお問い

合わせください。

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ48

　北園さんは平成１７年３月認定農業者に認定

されました。

　平成５年に畜産業に就農。３年ほど前に他界

されたお父さんの経営を引き継いで、現在は、

繁殖牛65頭、肥育牛50頭を飼育されています。

「生き物相手の仕事で気が抜けなく、拘束時間

が長くなり、家族と接する時間があまり持てな

い」と、５人の子宝に恵まれる子育て世代の心

境を話されます。

　北園さんは、今後「今の経営を再度見直し、

内容の充実を図りたい。肥育技術の確立など行

い、規模拡大を視野に入れていきたい。」と抱

負を話されました。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
つ
ま
町
で
働

く
人
々
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
自
薦
・

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
材
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２１年５月４日生

くん

こ う きま た て

馬立航希

ＤＡＴＡ

●

0996-53-0131

さつま町船木521-3

笹 家笹 家麺亭麺亭

麺亭 笹 家

宮之城文化
センター
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宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
国

道
沿
い
に
４
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し

た
お
店
で
朝
早
く
か
ら
仕
込
み
を

す
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

　
山
口
隆
志
さ
ん
は
福
岡
県
出
身

で
、
地
元
の
高
校
・
大
学
を
卒
業

し
、
会
社
員
と
し
て
就
職
、
鹿
児

島
市
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
勤
務
後
、

奥
さ
ま
の
実
家
の
あ
る
こ
の
地
で

「
麺
亭
笹
家
」
を
開
業
さ
れ
ま
し

た
。

　
店
名
は
、
竹
林
の
郷
と
七
夕
飾

り
に
ち
な
ん
で
、
地
域
に
根
づ
き

願
い
が
叶
う
よ
う
に
と
名
付
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　
開
業
以
来
、
多
く
の
来
店
者
で

賑
わ
う
店
内
で
は
、
奥
様
と
山
口

さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
所
狭
し
と
走

り
回
り
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
は
ラ
グ
ビ
ー
や
野

球
に
慣
れ
親
し
ん
だ
山
口
さ
ん
で

す
が
、
定
休
日
に
は
、
食
材
の
補

充
を
兼
ね
て
、
買
出
し
に
出
か
け

ま
す
。
「
い
ろ
ん
な
事
に
興
味
は

あ
り
ま
す
が
、
今
は
趣
味
に
没
頭

す
る
時
間
が
な
い
の
が
現
状
で

す
。
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　
お
店
の
売
り
は
「
あ
ら
ゆ
る
客

層
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
、
美

味
さ
と
速
さ
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

ラ
ー
メ
ン
で
す
。
」
と
話
さ
れ
る

山
口
さ
ん
は
今
後
、
「
家
族
や
地

域
の
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い

る
事
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
期

待
に
応
え
る
た
め
に
真
剣
に
取
り

組
み
た
い
。
お
客
様
に
感
謝
し
、

今
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
て
も
来
て
も
ら
え
る
店
を
目

指
し
た
い
」
と
、
抱
負
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
15
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
28
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

時吉新町 公民会

両親から一言

父　晋　一　さん

母　智　美　さん
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場 

上
之
原
純
夫

・
佐
志
小
学
校
児
童
会
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
甫
立
洋
子

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

伊
知
地
エ
ミ
　
93
　
旭

下
大
迫
　
悟
　
68
　
城
之
口

佐
藤
　
照
士
　
74
　
北
方
町

岩
元
　
ト
ヨ
　
82
　
大
長

松
崎
ち
え
み
　
45
　
城
之
口

上
　
　
キ
ト
　
91
　
熊
田

髙
嶺
　
忠
志
　
84
　
高
嶺

江
藤
　
茂
美
　
31
　
武
白
猿

永
德
イ
ツ
子
　
88
　
二
渡
町

川
曲
　
伊
藏
　
94
　
須
杭

川
畑
　
洋
子
　
76
　
荒
瀬

中
久
保
ユ
リ
子
　
87
　
さ
つ
ま
園

太
刀
鉾
蝶
子
　
71
　
中
央

平
山
　
正
人
　
71
　
金
山

　
　
　
安
代
　
40
　
轟
原

上
別
府
満
雄
　
91
　
南
川

宮
里
　
　
薫
　
98
　
布
田

新
川
　
眞
一
　
82
　
中
央

松
田
タ
ヱ
子
　
77
　
マ
モ
リ
エ

末
吉
い
み
子
　
60
　
上
向

前
之
園
一
美
　
84
　
木
渋

小
丸
彦
右
衞
門
　
94
　
上
向
中

有
川
　
順
一
　
80
　
八
幡
馬
場

井
川
　
サ
ノ
　
88
　
浅
井
野

川
村
ハ
ツ
ヱ
　
88
　
上
向
中

平
　
　
清
子
　
72
　
簗
平

東
條
　
メ
イ
　
79
　
東
町

春
田
　
一
郎
　
84
　
下
平
川

元気で 優しい

　　　 子に育ってね！

健康さつま21 『早期発見のためにがん検診を受けましょう』   

さつま町民の死亡原因の第１位は悪性新生物(がん)（平成19年の死亡者の約３割）

平成19年度　全国・さつま町におけるがんの種類別死亡割合　（上位５位）鹿児島県人口動態統計より

　がんは，日本人死亡原因の第１位で，およそ３割を占めます。

　かつては男女ともに胃がんの患者が多かったのですが，生活習慣の変化に伴い肺がん，乳がん，

大腸がんなどが増加しており，がんの欧米化が指摘されています。町内では，男女ともに肺がんの

死亡割合が年々増加傾向にあります。がんの早期発見は，完治する確率も高くなっています。「症

状がないから大丈夫」ではなく，定期的にがん検診を受けましょう。

竹
　
井
　
蓮
　
徒
　
　
政
　
登
　
愛
宕

橋
　
西
　
　
桜
　
　
　
賢
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志
郎
　
山
崎
上
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内
　
奏
　
佳
　
　
秀
　
作
　
新
田

田
　
野
　
晃
　
生
　
　
優
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東
町

植
　
村
　
星
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秀
　
昭
　
大
俣

柳
　
野
　
　
陸
　
　
　
吉
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諏
訪
下

上
　
川
　
大
　
輝
　
　
真
　
吾
　
船
木
下

柴
　
田
　
響
　
希
　
　
幸
　
児
　
町
頭

堂
　
園
　
正
　
登
　
　
　
茂
　
　
轟
原

上
牧
瀬
　
偉
　
史
　
　
将
　
寛
　
湯
田
下

永
　
里
　
希
　
望
　
　
伸
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湯
之
元

石
　
塚
　
　
匠
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大
願
寺

小
　
平
　
采
　
央
　
　
光
　
輝
　
下
手

古
　
牧
　
李
々
日
　
　
伸
　
朗
　
求
名
町

女女女男男男男 男 男女女女女

か
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さ
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ら

た

け

い

れ

ん

と

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です

死　因

肺がん

胃がん

大腸がん

肝がん

膵がん

割　合

23.5％

16.3％

11.3％

11.0％

6.4％

死　因

肺がん

胃がん

大腸がん

肝がん

食道がん

割　合

30.8％

16.9％

9.2％

9.2％

7.7％

死　因

肺がん

胃がん

肝がん

大腸がん

膵がん

割　合

25.0％

12.0％

11.0％

10.9％

6.6％

死　因

白血病

肺がん

肝がん

胆のうがん

乳がん

割　合

16.3％

14.0％

11.6％

11.6％

9.3％

【 男　性 】
全　　国 さ　つ　ま　町

【 女　性 】
全　　国 さ　つ　ま　町

男男

や ま ぐ ち

さ さ やめんてい

た か し

山 口 隆 志

麺亭 笹 家

さん 37歳
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【５月】

　９日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１６日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

２３日　みやんじょ薬局　５２－４６５０

３０日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

【６月】

　６日　きりん薬局　　　５２－２０３３

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で
確認してください。町のホームページでも紹介しています。

休日在宅医 休日薬局

人　口　24,020人（-151人） 

　男　　11,080人（- 83人）

　女　　12,940人（- 68人）

    世帯数　10,241世帯

 転入  165人　転出  305人

 出生　 11人　死亡 　22人

 （平成22年４月１日現在）

     （　）は前月対比

【５月】

　９日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１６日　海江田病院　　　　　５３－０００６

２３日　木原医院　　　　　　５２－２７００

３０日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

【６月】

　６日　さくらクリニック　　５３－１４５１

１３日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

く す ば え こ う た

泊野小学校６年

楠八重公汰くん

ジャンボ機を誘導したい！
ぼくの夢は、空港で働く、飛行機の整備士になることです。

ぼくは、以前家族旅行で沖縄に行きました。その時に飛行

場で、飛行機の点検をしたり、誘導をしたりする整備士の

方を見ました。きびきびと動くすがたを見て「かっこいい

なぁ」思いました。ぼくは、飛行機が好きです。飛行機の

知識を学んで、かっこいい整備士になり、ジャンボ機を誘

導したいです。
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